
安
心・安
全
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

輝
く
女
性
を
応
援
！
　
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
レ
ポ
ー
ト
⑤

　
市
で
は
増
加
す
る
振
込
詐
欺
被

害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
被

害
を
受
け
や
す
い
高
齢
者
世
帯
を

対
象
に
、
振
込
詐
欺
抑
止
電
話
装

置
の
購
入
・
設
置
費
助
成
を
行
い

ま
す
。

　
こ
の
装
置
は
、
着
信
前
に
「
こ

の
電
話
は
振
込
詐
欺
等
の
犯
罪
被

害
防
止
の
た
め
、
会
話
内
容
が
自

動
録
音
さ
れ
ま
す
。」と
ア
ナ
ウ
ン

ス
を
流
し
、
振
込
詐
欺
を
抑
止
す

る
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

■
使
用
方
法　

　
ご
自
宅
の
電
話
機
回
線
に
当
該

装
置
を
接
続
し
て
行
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
が
行
方
不
明
に

な
っ
た
際
、
少
し
で
も
早
く
発
見

で
き
る
よ
う
平
成
23
年
度
に
立
ち

上
げ
ら
れ
た
、
認
知
症
の
人
の
安

全
と
家
族
の
安
心
の
た
め
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
認
知

症
に
よ
る
徘
徊
の
お
そ
れ
の
あ
る

方
に
つ
い
て
、
事
前
に
家
族
等
か

ら
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

方
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
に

は
、
速
や
か
に
必
要
な
情
報
を
協

力
機
関
に
伝
達
し
、
多
く
の
目
で

見
守
る
こ
と
で
早
期
発
見
に
つ
な

げ
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　
な
お
、
9
月
28
日
に
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
捜
索
協
力
機
関
で
あ
る

韮
崎
警
察
署
、
韮
崎
消
防
署
、
市

内
タ
ク
シ
ー
会
社
4
社
、
韮
崎
郵

便
局
、
J
R
東
日
本
韮
崎
駅
、
市

役
所
の
関
係
部
署
が
合
同
で
模
擬

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　
も
の
忘
れ
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
☎
2
3
-4
4
6
4

※�

警
備
会
社
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、

ガ
ス
会
社
の
ガ
ス
管
理
機
器
、

安
否
確
認
情
報
機
器
等
が
接
続

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の

装
置
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

■
助
成
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
単
身
世
帯
の
方

②�

65
歳
以
上
の
方
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯
の
方

■
助
成
金
額

　
装
置
1
台
に
つ
き
1
万
円

※
個
人
負
担
3
千
円

※
1
世
帯
に
つ
き
1
台
に
限
る
。

■
助
成
台
数　
3
0
0
台

※
先
着
順
、
予
定
台
数
に
達
し
た

　
時
点
で
締
切

■
受
付
開
始
日　
11
月
2
日（
月
）

■
申
請
場
所　
商
工
観
光
課
窓
口

※�

ご
来
庁
の
難
し
い
方
は
電
話
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
装
置
の
取
付
け

　
市
と
協
定
を
締
結
し
た
事
業
者

が
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
商
工
観
光
課
商
工
労
政
担
当

�

（
2
1
5
・
2
1
6
）

振
込
詐
欺
抑
止
電
話
装
置
の

　
　
　
購
入・設
置
費
助
成
の
ご
案
内

徘
徊
S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

　
　
認
知
症
の
方
々
を
見
守
り
ま
す
！

　
韮
崎
市
赤
十
字
奉
仕
団
は
、
市

内
全
域
の
穂
坂
・
藤
井
・
中
田
・

穴
山
・
円
野
・
清
哲
・
神
山
・
旭
・

大
草
・
龍
岡
・
韮
崎
の
11
地
区
に

約
1
6
5
人
の
団
員
が
赤
十
字

の
人
道
理
念
に
基
づ
き
活
動
し
て

お
り
、
各
種
研
修
会
、
講
習
会
な

ど
に
参
加
し
、
基
本
的
な
こ
と
を

学
び
、
技
術
習
得
を
し
て
い
ま
す
。

☆
主
な
活
動
内
容

①
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
、
活
動
で
き
る
よ

う
基
本
的
知
識
と
技
術
を
学
ぶ
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
礎
研
修
会

②
災
害
時
な
ど
で
実
践
す
る
炊
き

出
し
訓
練
講
習
。
福
祉
の
日
記
念

ま
つ
り
で
も
実
習
し
ま
す
。

③
救
急
法
基
礎
講
習
で
は
、
手
当

の
基
本
、
人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
方
法
、A
E
D
を
用
い

た
除
細
動
な
ど
の
習
得
。

④
健
康
生
活
支
援
講
習
で
は
、
誰

も
が
迎
え
る
高
齢
期
を
健
や
か
に

迎
え
る
た
め
に
必
要
な
健
康
増
進

の
知
識
や
高
齢
者
支
援
、
自
立
に

向
け
役
立
つ
介
護
技
術
の
習
得
。

⑤
赤
十
字
奉
仕
団
員
等
災
害
救
助

訓
練
で
は
、県
中
北
地
域
の
地
区・

分
区
か
ら
の
参
加
者
に
よ
る
応
急

手
当
・
搬
送
・
炊
き
出
し
等
の
救

護
活
動
を
組
織
的
に
訓
練
し
、
万

一
に
備
え
必
要
な
技
能
と
迅
速
な

行
動
力
を
身
に
付
け
る
よ
う
努
力

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
学
び
の
場
に
参
加

し
て
、
生
き
生
き
と
笑
顔
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
日
々
、
暮
ら
し
て

い
る
地
域
・
地
元
を
少
し
で
も
良

く
し
て
い
く
た
め
に
持
て
る
力
を

発
揮
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
赤
十
字
奉
仕
団���

小
池

�

☎
2
2
-0
3
4
4

赤
十
字
の
自
覚
と
使
命
を
胸
に

　
　
　
　
　
　
　
韮
崎
市
赤
十
字
奉
仕
団

15

安心・安全な地域づくり


